
 

授業科目名 
総合的な学習の 

時間の指導法 
教員名 遠藤 宏美  

卒業及び 

免許・資格

との関係 

 

卒業 選択 

小学校教諭 必修 

幼稚園教諭 選択 

保育士 選択 

科目番号 SID211 

配当年次 ２年後期 

こども音楽療育士  

授業形態 講義 
情報処理士  

  

単 位 数 １単位 

科  目  

施行規則に 

定める科目区分 
 

一般目標 

(1)総合的な学習の時間の意義と原理 

総合的な学習の時間の意義や、各学校において目標及び内容を定める際の考え方を理解する。 

(2)総合的な学習の時間の指導計画の作成 

総合的な学習の時間の指導計画作成の考え方を理解し、その実現のために必要な基礎的な能力を

身に付ける。 

(3)総合的な学習の時間の指導と評価 

総合的な学習の時間の指導と評価の考え方および実践上の留意点を理解する。 

到達目標 

(1)総合的な学習の時間の意義と原理 

1)総合的な学習の時間の意義や、各学校において果たす役割について、教科を越えて必要となる

資質・能力の育成の視点から理解している。 

2)学習指導要領における総合的な学習の時間の目標並びに各学校において目標及び内容を定める

際の考え方や留意点を理解している。 

(2)総合的な学習の時間の指導計画の作成 

1)各教科等との関連性を図りながら総合的な学習の時間の年間指導計画を作成することの重要性

と、その具体的な事例を理解している。 

2)主体的・対話的で深い学びを実現するような、総合的な学習の時間の単元計画を作成すること

の重要性とその具体的な事例を理解している。 

(3)総合的な学習の時間の指導と評価 

1)探究的な学習の過程及びそれを実現するための具体的な手立てを理解している。 

2)総合的な学習の時間における児童及び生徒の学習状況に関する評価の方法及びその留意点を理 

解している。 

ディプロマ・ポ 

リシーとの関係 

本講義は、教育学部のディプロマ・ポリシーに掲げる｢４.教育に関連する事柄について、継続

的・主体的に学ぶ学習能力を身につけている。｣｢５.教育実践力を身につけている。｣｢６.教科・教

職に関する基礎的・応用的知識を身につけている。｣を育成する科目として配置している。 

授業の概要 

総合的な学習の時間は、探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通し

て、よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていくための資質・能力の育成を目指す。 

各教科等で育まれる見方・考え方を総合的に活用して、広範な事象を多様な角度から俯瞰して捉

え、実社会・実生活の課題を探究する学びを実現するために、指導計画の作成および具体的な指導の

仕方、並びに学習活動の評価に関する知識・技能を身に付ける。 

履修条件・注意事項 内容を理解するうえで「教育課程論」を履修・修得済みであることが望ましい。 

授業計画 

第１回：総合的な学習の時間の意義と役割（目標(1)-1)） 

 ・改定の経緯及び基本方針 

 ・総合的な学習の時間改定の趣旨及び要点 

第２回：総合的な学習の時間の目標及び内容（目標(1)-2)） 

 ・総合的な学習の時間の目標 

 ・各学校において定める目標及び内容 

第３回：総合的な学習の時間の年間指導計画の作成（目標(2)-1)） 

 ・総合的な学習の時間の指導計画の作成と内容の取扱い 

 ・総合的な学習の時間の年間指導計画の作成 

第４回：総合的な学習の時間の単元計画の作成（目標(2)-1),2)） 

 ・総合的な学習の時間の単元計画の作成 

 ・総合的な学習の時間の年間指導計画・単元計画の運用 

第５回：総合的な学習の時間の学習指導①（目標(3)-1)） 



 

 ・総合的な学習の時間の学習指導の基本的な考え方 

 ・探究的な学習の過程における児童の「主体的・対話的で深い学び」 

第６回：総合的な学習の時間の学習指導②（目標(3)-1)） 

 ・探究的な学習の指導のポイント 

第７回：総合的な学習の時間の評価及び体制づくり（目標(3)-2）） 

 ・学習評価の充実、児童の学習状況の評価、教育課程の評価 

 ・総合的な学習の時間を充実させるための体制づくり 

第８回：小・中・高等学校の各学校段階における指導の実際（目標(2)-1),2),(3)-1),2)） 

 ・小・中・高等学校の各学校段階における指導の実際 

 ・外部との連携による指導の実際（社会に開かれた教育課程の観点から） 

授業外学修時間

の確保について 

事前学習：毎回講義の最後に次回の講義項目を伝えるので、事前にテキストあるいはプリント等の予 

習をし、不明な点を調べておくこと。（週1.5時間） 

事後指導：講義の内容を確認し定着を図るとともに、内容に関するレポートや小テストを課す場合に 

はその理解を図ること。もしくは提示された課題について取り組むこと。（週2.5時間 

学生に対する 

評価 

期末試験70％、レポート30％とし、総合的に評価・判定する。 

なお、レポート・答案等の提出物へのフィードバックについては、以下の方法等による。 

・コメントを記載して返却する。 

・授業またはオフィスアワーに、口頭で行う。 

テキスト 『小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 総合的な学習の時間編』（ISBN:978-4491034683） 

参考書・参考資料等 
『小学校学習指導要領（平成29年告示）』（ISBN：978-4487287017） 

文部科学省『今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開』(2021年) 978-4908007354 

担当者からの 

メッセージ 

総合的な学習の時間は、今、そしてこれからの時代を担う子どもたちにとってますます重要

な領域であると思われます。この領域が教育課程に設けられている意味を理解したうえで、各

学校の教育目標を踏まえ、児童の実態等に応じた総合的な学習の時間の開発ができるよう、ま

ずはあなた自身が「探究」を楽しんでください。 

オフィスアワー 授業の前後の時間。それ以外の場合にはメールでアポイントを取ること。 

備考  

 


